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社長挨拶 

 

当社は、昭和 23 年の創立で、昭和 40 年に高槻市に移り、周囲が住宅地とい

うこともあり、かなり以前より環境問題に取り組んできました。 

当社は、お客様のご要望により、食品添加物、医薬品原薬および受託化成品

の製造を行っております。それだけに環境の変化、負荷が大きく変動いたしま

す。 

本年も昨年の 2 月より未だ終結の見通しがたたないロシアのウクライナ侵攻

により原油価格の上昇、原材料価格の上昇による不透明が継続する中、昨年夏

には新型コロナの変異のオミクロン株の感染第 7 波が騒がれました。諸外国で

はインフレに伴う各国中央銀行による相次ぐ利上げに伴い円安、原油高とそれ

に伴う物価高、上がらない賃金と不透明が継続しております。 

そんな中で経済状況は昨年夏に新型コロナウィルス感染症が第 7 波として猛

威を奮いましたがその収束と共に 3 月にはマスクの任意着用、5 月には 5 類へ

の引下げとなる予定で制限されていた経済活動が正常化に戻りつつあります。 

今年度もできる範囲で環境目標を設定、実施し、永続的に環境活動を続け環

境負荷物質の削減の努力にも努めてまいります。 

今後ともよろしくお願い申し上げます。 

甲南化工株式会社       

代表取締役社長  亀澤 誠 

 

1. 組織の概要 

（１）名称及び代表社名 

甲南化工株式会社 

代表取締役 亀澤 誠 

（２）所在地 

大阪府高槻市中川町 5 番 21 号 

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

環境管理責任者 取締役合成部部長 ： 平林 修 

  担当者     総務部部長  ： 大谷 崇 

  TEL （072）674‐0612 

  FAX （072）673‐0040 

  http://www.konankako.co.jp/ 

 

（４）事業内容 

食品香料、食品添加物、医薬品原料および化成品の製造 

http://www.konankako.co.jp/


 

（５）事業規模 

製品出荷額    19.9 億円/年 

主要製品生産量  879 トン/年 

従業員      64 名 

工場延べ床面積  2,912 ㎡ 

 （６）事業年度     4～3 月 

 

認証・登録の対象組織・活動 

    登録組織名：   甲南化工株式会社 

    対象事業所：      全社 

    対象活動 ：食品香料、食品添加物、医薬品原料、化成品の製造 

          *食品部は廃棄物が食品リサイクル法に該当しない。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2. 環境経営方針 

環 境 経 営 方 針 

 当社は、食品、食品添加物、医薬品原薬および受託化成品の製造のために多

くの電力およびボイラー用の都市ガスを消費しています。また、原材料として

食品、食品添加物および化成品原料を購入しています。 

我々は、関係する製造および開発部門での更なる効率化を進め、長年培った

専門的な技術を生かし、事業活動に伴う環境への負荷を削減するとともに、環

境に配慮した製品の開発に心がけ、持続可能な社会の発展を目指します。 

 

Ⅰ.法令 

 法令、条例、協定を遵守し、環境管理レベルの向上に努めます。 

Ⅱ.環境への取組みとして以下の事の継続的改善を行います。 

① 温暖化防止のため、CO2削減に取組みます。 

・ 各製品の製造のための電気使用のあり方、ボイラー等の使用状況を見

直し、及び燃料油の削減により、製造工程での省エネルギーに取組み

ます。 

 

② 廃棄物の削減と再資源化に取組みます。 

 

③ 節水に取組みます。 

 

④ 環境負荷物質（PRTR 法関連物質）の低減に努めます。 

 

⑤ 受託業務において、設計・開発・生産に至る段階で環境配慮を盛込みま

す。 

 

⑥ 地域社会との環境活動に積極的に参加いたします。 

 

⑦ この方針は社員に周知するとともに社外にも開示いたします。 

 

2021 年 4 月 1 日改訂   

                     甲南化工株式会社 

代表取締役社長 亀澤 誠  

 

 



3. 環境組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

社長： 環境管理に関するすべての権限を持ち、環境管理責任者を任命する。

環境管理の運営と実施および社長への報告を行う。

　役割分担

 環境管理責任者：

  EA21事務局： 環境管理責任者の指示に従って部門の目標・計画を立案「環境活動計画」を実行する。

  各職場責任者および従業員： 会社の方針、部門の目標・計画に従って実行する。

ＥＡ２１事務局

経理・総務部 食品部 合成部

合成課

医薬品製造課

医療洗剤課

品質管理部

医薬品・合成品

品質管理課

食品品質管理課

産官学連携室

環境管理責任者

社長

甲南化工㈱環境組織図（令和3年4月1日改訂）



4. 環境目標とその実績 

(1) 環境目標の設定 

  当工場における 2021 年度、2022 年度の実績を把握し、2023 年度か

ら 2025 年度までの目標を下記の通り設定します。 

N

o. 

取組事項 2021年実績値を

基準値とした。 

2022 年 

(目標) 実績 

2023 年 

目標 

2024 年 

目標 

2025 年 

目標 

 1 電気使用量

削減(kWh) 

482,481kWh 

原単位実績 

245.8（kWh/百万円） 

(337.6kWh/百万円)*  

319.1（kWh/百万円） 

*6 月に使用電力量と

有効電力量を間違え

ていた為に目標値を

是正した。 

319.1(kWh/百万円)* 

* 今年度目標値を

2022 年度実績値より

0％削減とする。 

315.9(kWh/百万円) 

(2022 年度実績

値より 1%削減) 

312.7(kWh/百万円) 

(2022 年度実績

値より 2%削減) 

 

2 

都市ガス使

用量の削減 

(N ㎥) 

37,381N ㎥ 

原単位実績 

19.0（N ㎥/百万円） 

(19.0（N ㎥/百万円）)* 

19.9（N ㎥/百万円） 

*2022 年度目標値は

2021 年度実績値より

0％削減とした。 

19.9（N ㎥/百万円）* 

* 今年度目標値を

2022 年度実績値より

0％削減とする。 

19.7（N ㎥/百万円） 

(2022 年度実績値

より 1%削減) 

19.5（N ㎥/百万円） 

(2022 年度実績値

より 2%削減) 

 

合

計 

電気・都市

ガス・ガソ

リン二酸化

炭素排出量 

(kg-CO2) 

249,628 

 

308,221 

 

 

   

 3 単純焼却廃

棄物の削減 

 113.1t 

原単位実績 

47.8（t/百万円） 

(55.9t/百万円) * 

57.5t/百万円 

* 生産量増加で目標

値累計を達成出来て

いなかったので 11 月

に目標値を是正し

た。 

57.5(t/百万円)* 

* 今年度目標値を

2022 年度実績値より

0％削減とする。 

56.9(t/百万円) 

(2022 年度実績

値より 1%削減) 

56.3(t/百万円) 

(2022 年度実績

値より 2%削減) 

 

4 

上水道の削

減 

 

14,395 ㎥ 

原単位実績 

7.3（㎥/百万円） 

7.3(㎥/百万円)* 

7.0(㎥/百万円) 

* 2022 年度目標値は

2021 年度実績値より

0％削減とした。 

7.0(㎥/百万円)* 

* 今年度目標値を

2022 年度実績値より

0％削減とする。 

6.9(㎥/百万円) 

(2022 年度実績

値より 1%削減) 

6.8(㎥/百万円) 

(2022 年度実績

値より 2%削減) 

 5 

 

環境負荷物

質の低減 

15,450kg 

原単位実績 

(7.9（㎏/百万円）)* 

10.4（㎏/百万円） 

10.4(Kg/百万円)* 

* 今年度目標値を

10.2(Kg/百万円) 

(2022 年度実績

10.1(Kg/百万円) 

(2022 年度実績



7.9（kg/百万円） 

 

* 2022 年度目標値は

2021 年度実績値より

0％削減とした。 

2022 年度実績値より

0％削減とする。 

 

値より 1%削減) 値より 2%削減) 

 6 

 

 

環境配慮の

盛込み 

14 回― （14 回）* 

0 回 

*2022 年度目標値は

2021 年度実績値とし

た。 

0 回* 

*クーラーボックス

にて輸送していた商

品が無くなったため

審査時に確認しつつ

代替品等を検討する 

0 回 

 

0 回 

 

 7 

 

 

地域社会と

の環境活動 

2 回 （2 回） 

2 回 

2 回 2 回 2 回 

*電気使用量の CO2排出係数は 0.352 ㎏‐CO2/kWh（関西電力 2018 年度）と

する。 

会計年度 4～3 月 

 

(2) 環境目標の担当部署及び責任者 

目標項目 担当部署 責任者 

電気使用量の削減 全社 平林 修 

都市ガス使用量の削減 全社 平林 修 

単純焼却廃棄物の削減 全社 平林 修 

上水道使用量の削減 全社 平林 修 

環境負荷物質の低減 合成部 平林 修 

環境配慮の盛込み 全社 平林 修 

地域社会との環境活動 全社 大谷 崇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

5. 環境活動実績の推移 

 

電気使用量の削減 

 

 
   （2021 年までは有効電力量） 

 

都市ガス使用量の削減 

 

 

 

 

 

0 100,000 200,000 300,000 400,000 500,000 600,000 700,000

2018年
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482,481 

635,702 

電気使用量（kWh）
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単純焼却廃棄物使用量の削減 

 

 
 

 

上水道使用量の削減 

 

 
 

 

 

 

 

0 20 40 60 80 100 120 140

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

126.5

116.5

113.1

93.7

114.5

単純焼却廃棄物使用量（t）

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 16,000 18,000

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

16,583 

16,979 

15,083 

14,395 

13,960 

上水道使用量（㎥）



 

環境負荷物質（PRTR）の低減 

 

 

 

 

6. 主な環境活動の内容 

取組項目 活動計画の内容 

電気使用量の削減 毎日昼休み時は、事務所内の照明を消灯する。 

就業時間中でも作業終了時は、各部署消灯する。 

エアコンの温度設定をし、昼休み時、作業終了時は

停止する。 

工場内設備を使用時のみ稼動し、未使用時は停止す

る。 

冷凍・冷蔵庫の開閉を最小限にする。 

始業時間、終業時間を早める。残業は基本的に禁止

とする。 

デマンド計を導入し目標デマンド値を設定して最

大使用量を制限する。 

 

都市ガス使用量の

削減 

ボイラー使用状況を把握し、使用開始、停止を見直

しする。 

不必要な湯沸しの種火を消す。不必要な暖房器具の

停止。 

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

19,160 

16,860 

19,580 

15,450 

20,730 

環境負荷物質使用量（Kg）



蒸気漏れを防ぐ。 

単純焼却廃棄物の

削減 

ゴミの分別リサイクルを励行する。雑誌、機密書類

以外の書類をリサイクルする。廃油をリサイクル、

燃料化へ移行する。 

上水道使用量の削

減 

手洗い等通常使用水の削減、冷却水の循環等によ

り、節水に努める。 

環境負荷物質の低

減 

作業 1 単位当りの使用量を削減する。 

削減、廃止に向け実験、試作を行う。 

環境配慮の盛込み 

 

 

設計・開発・生産に至る段階で有害物質を使用しな

い。特定の商品の輸送に関してダンボールを使用せ

ず通い缶を使用してダンボール使用の削減に努め

る。 

地域社会との環境

活動 

 

春季と秋季に地域の方々と会社周辺の花びら、落ち

葉清掃を実施する。高槻市主催の電力省エネコンペ

に参加して会社の節電状況を報告し他参加企業様

と交流し意見等の交換を行う。 

 

 

7. 環境活動の取組結果の評価 (2022 年 4 月～2023 年 3 月) 

取組項目 2022 年度目標 取組結果 評価 

電気使用量の

削減 

6 月に電気使用量

の有効電力量と使

用電力量が違って

いたために目標値

を是正した。 

達成率= 109% 

作業場支障のない部屋、廊下等

の電灯を必要時以外消灯。 

始業時間を早めて、ピークアウ

トを図る。 

デマンド計を設置して目標デ

マンド値を設定して最大電力

量を制限する。 

評価：○ 

前年比で売上は伸びて

いたが 6 月に集計ミス

で目標値を是正して目

標値を達成した。2023

年は更なる削減計画に

取組む。 

 

都市ガス使用

量の削減 

2022 年度目標値

は 2021 年度実績

値より 0％削減と

した。 

 

達成率= 95% 

ボイラーの使用開始時間を始

業時後にすることにより、使用

時間を短くした。 

 

評価：× 

前年比で売上は伸びてい

るなかで都市ガスを使用

する製品が増加していた

ために目標値を達成でき

なかった。2023 年は生産

量を確認しつつ 2022 年

度実績値を基準値として



削減計画に取組む。 

単純焼却廃棄

物の削減 

2022 年度目標値は

2021 年度実績値よ

り 0％削減とした。生

産量の増加により目

標値を達成できてな

かったので 11 月よ

り目標値を 1.5 倍に

是正した。 

 

達成率= 97% 

廃油の一部を燃料化に変える。

単純焼却からリサイクル、燃料

化に変える。 

評価：× 

前年比で売上が伸びてい

るなか特定有機溶剤を使

用する製品が増加してお

り目標値を是正したが是

正後目標値も達成できな

かった。2023 年は生産量

を確認しつつ 2022 年度

実績値を基準値として削

減計画に取組む。 

上水道使用量

の削減 

2022 年度目標値

は 2021 年度実績

値より 0％削減と

した。 

 

達成率= 104% 

節水の表示を各手洗い場所に

設置、また全体集会等で節水を

促した。  

 

評価：○ 

前年比で売上は伸びて

いたが取組努力の結果

目標値を達成した。

2023年は更なる削減計

画に取組む。 

環境負荷物質

の低減 

2022 年度目標値

は 2021 年度実績

値より 0％削減と

した。 

 

達成率= 76%  

使用部署で削減の具体的な方

法を議論し、一部検討を実施し

た。 

評価：× 

前年比で売上は伸びてお

り生産量が増加しており

目標値を達成できなかっ

た。2023 年は生産量を確

認しつつ 2022 年度実績

値を基準値として削減計

画に取組む。 

環境配慮の盛

込み 

設計・開発・生産

に至る段階で環

境配慮を盛込む 

 

達成回数= 0 回/14 回 

商品の発送で保冷剤を詰めた

通い缶を使用することでダン

ボールの使用を減らす。 

評価：× 

通い缶の商品が無くなっ

た事により目標値を達成

できなかった。2023年度は

環境経営活動変更も含め

て考察する。 

地域社会との

環境活動 

地域社会との環

境活動に積極的

に参加 

達成回数= 2 回/2 回 

春季と秋季に地域の方々と花

びら、落ち葉清掃を実施する。

高槻市主催、省エネコンペに参

加。 

評価：○ 

順調に目標達成。来期

も積極的に地域社会と

の環境活動に参加す

る。 



8.環境関連法規制の遵守状況 

(1) 当社に適用される法規制等と現在までの遵守状況 

法規制の名称 該当する活動 遵守状況 

下水道法 下水排除基準 遵守 

PRTR 法 特定化学物質量及び排出量 遵守 

消防法 危険物量の確認、点検 遵守 

悪臭防止法 現場扉の閉扉 遵守 

毒物及び劇物取締法 劇物量の確認、点検 遵守 

労働安全衛生法 局所排気装置の定期点検、作

業環境測定、健康診断、ストレ

スチェック、リスクアセスメント 

 

遵守 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 産廃量の確認、ﾏﾆｭﾌｪｽﾄの発

行 

遵守 

大阪府化学物質排出等の条例 第１種化学物質及び府独自指定物質

の排出量等 

遵守 

高槻市火災予防条例 危険物数量の把握、点検 遵守 

フロン排出抑制法 定期点検（室外機 7.5Kw 以

上） 

簡易点検（室外機 7.5Kw 未

満） 

遵守 

記録 

 

 

 

 

(2) 違反、訴訟等 

この 3 年間で自社における違反はありません。また関係機関等から特に指

摘は無かった。訴訟も同様に 1 件も無かった。 

 

 

9.代表者による全体把握・見直し・指示 

前期と比較して売上が増加しており製品の生産量が増加するなか目標

値を達成できなかった項目があった。新型コロナウィルスが 5 類に移行

し経済活動が正常に戻る中、諸外国のインフレ対策による利上げ政策で

円安、原油高による原材料費の高騰等により今年度も売上、生産量が未

知数である事には変わりないのでそれらの事を念頭において今後の削減



計画に取組む。前年度は項目により目標値を達成できた項目と達成でき

なかった項目が混在した。地域社会との環境活動により高槻市主催の環

境市民会議、節電・省エネコンペにて 9 年連続で賞を受賞できまた弊社

の環境活動を『たかつき環境市民会議』にてプレゼンテーションできた

事は高く評価できる。今後もこのような地域社会との環境活動に積極的

に参加し、これからエコアクション 21 の導入を検討されている業者様に

も何らかの形で貢献できればと考える。その中で環境配慮の盛込みを、

受注量が未定であったものが完全に無くなってしまったので他部署の商

品で環境配慮の盛込みに合致するものもしくは環境経営活動の変更も含

めて考慮する。また今年度目標を達成できなかった都市ガス使用量、単

純焼却廃棄物の削減、PRTR 関連物質の低減ではあるが売上が伸び、生

産量が増加するなかで今年度目標を達成できなかった原因、理由をもう

一度確認、全従業員に周知させ来年度の環境経営活動に活用する。来期

も受注量、生産量が読めない中ではあるが各項目での更なる削減を期待

する。 

 

環境経営方針    変更なし☑ 変更あり☐ 

環境経営目標・計画 変更なし☑ 変更あり□ 

実施体制      変更なし☑ 変更あり□ 

 

10.その他の活動 

          

たかつき環境市民会議主催 R4 年度 省エネ・節電コンペ 優秀賞受賞講演 

     

     

 

 

11.次回発行 

 次回環境レポートの発行は 2024 年 8 月の予定です。 

                              以上 


